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収
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。
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協
議
一
一
-
一
千
ぺ
百
円
〔
一
一
百
円
増
コ

会
委
員
会
一
号
に
)
、
マ
消
防
団
長
一
瓶
三
千
一
二
百
円
(
一
一
一
百
円
増
)
、

(
一
時
に
)
一
長
統
一
一
一
千
百
円
合
一
づ
白
円
増
)
、

門
報
醐
法
定
〕
寸
交
通
災
害
持
済
審
一
長
岡
県
一
手
円
(
四
百
円
増
)
、

定
志
員
(
日
額
一
千
一
一
昨
一
円
〕
、
守
一
瓶
以
下
一
一
一
千
円
(
六
百
円
増
)

院
議
持
済
事
業
連
話
協
議
香
員
(
益

ヂ

と
強
調
し
た
@
一
二
丹
市
議
会
定
例
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
も
の
は
択
の
と

お
り
〈
関
連
記
事
ニ
ベ
ー
だ
に
)

保
院
担
当
の
補
償
が
行
な
わ
れ
る
。

開
選
筆
韮
員
長
な
ど
平
一
一
投
な
み
は

:
条
例
目
一
部
政
院
を

一
旅
費
説

E

o
l
-
-

行
な
い
、
非
常
勤
特

別
職
の
う
ち
、
慌
の
や
め
の
旅
費
岸
信

一
号
引
き
上
げ
た
u

己
れ
に
よ
っ
て
法
一

管
委
員
長
と
時
防
団
哀
は
市
長
助
役
な
一

a

a

a

在

、

他

装

置

般

の

旅

控

室

船

三

立

主

る
こ
と
に
な
っ
ち
ま
た
、
新
説
の
ど
一
一
河
一
千
八
日
、
山
氏
公
民
抽
出
と
し
一
事
務
京
、
皆
既
人
奈
川
ゐ
り
な
っ
て
い

靖
則
氏
守
口
定
喜
一
宜
委
員
と
義
守
山
持
者
一
三
品
十
一
一
需
め
の
」
川
三
事
公
民
揺
V
N

一る
φ

業
謀
議
議
書
簡
易
酎
円
額
も
決
一
べ
同
U
た

。

員

三

議

長

公

民

一

と

の

一

一

ぎ

お

お

い

て

君

主

定
7
υ
た
a

一
館
は
、
忘
れ
日
に
議
工
し
た
も
の
で
一

R
に
、
寺
恥
Z
仙
人
ふ
式
典
、
そ
の
あ
と
一
一
長
崎
抜
十
ー
さ
ん
の

門
旅
費
〕
マ
噛
珠
山
花
合
理
委
員
U

A

(

府
一
木
造
一
部
設
τ
草
案
時
て
↑
楳
一
一
一
H
八
一
部
で
1
u
d
締
出
会
「
わ
た
し
た
ち
の
土
一
「
、

時
間
完
結
条
例
日
去
の
勾
瓶
…
弓
に
)
一
討
、
前
山
一
四
輪
二
f

J

十
万
計
一
層
」
と
し
て
、
講
師
は
礼
文
氾
財
保
護
一

7
土
地
同
画
整
理
署
議
会
蚤
員
〈
一
一
会
主
主
、
和
三
一
、
講
座

γ一
番
一
門
戸
出
向
瀬
模
吾
氏
、
ま
た
五
月
一
一
日
、

:
;
;
 

欄
醐
競
購
特
別
吉
田
計
者

J-
百十一一一
rム
度
市
政
の

場
当
初
予
算

方
向
を
決
め
る
当
初

予
算
は
、
ム
品
期
中
慎
重
な
審
議
を
行
な

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、

2 

…ことしは国際人権年一ことしは留軍詩人権年…ことしは国際人権



(6) 

:害
警

警
ま

三
事
蝶

ま
才、
て

広

震
で

主

雲
寺
1<;; 

は
じ
め
て
の
高
定
で
、
む
も
拭
ず
む
新
一
年
生
捕
開
平
鹿
外
休
憩
所
で
@

にぎわいみせるすイク!)ングコース

診断書は不要

むなりました

一議転免許銃一

すでに、新笥紙上こで発表さ

れたとおt、骨組混興iむ改況

によ。て、溜転免許証巴更新

には、医師の喜多断醤を必要と

しない己主にな。た。実施は

3月1白からで、すでに受章野

手続きに器断警はつけ'"れて

いない。

["l'緩毒事察署聾3

春
、
事
、
本
格
的
な
春
で
す
。
春
は
入
学
と
行
識
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市

内
の
掘
障
に
、
サ
イ
ク
ロ
シ
グ
コ
ー
ス
に
、
湘
南
平
場
へ
と
繰
り
出
す
人
人

で
い
え
ば
い
で
す
。

昨
伴
九
月
に
、
金
百
川
堤
防
に
完
成
し
た
八
百
長
十
一
一
一
・
五
キ
ロ
の
青
少
年

サ
イ
ク
リ
Y
グ
コ

I
ス
は
、
自
転
車
プ
i
ム
に
の
っ
て
い
ま
大
止
な
人
気
立

す
。
者
体
み
の
子
供
連
の
大
川
闘
で
す
。

花
式
出
口
か
ら
は
じ
ま
る
コ

i
ス
、
古
川
風
に
乗
っ
て
白
鳥
車
凶
行
進
が
統

き
ま
す
@
間
出
出
土
字
削
近
に
か
か
る
と
、
桜
山
1λ

ジ
主
ル
が
校
き
、
田
下
む

向
除
に
は
、
ち
ら
ほ
ら
花
見
容
も
見
一
凡
ま
す
。
子
供
を
引
に
乗
せ
た
お
父
己

ん
、
に
ぎ
や
か
rdmば
す
若
い
女
拙
筆
、
程
的
問
単
で
え
る
仲
立
山
川
舎
に
、
す
イ

ク
リ
ジ
グ
コ
ー
ス
は
名
物
と
な
り
ま
し
た
ν

鷺
山
道
の
う
ち
五
言
寸
メ
ー
ト
ル
の
輔
丸
山
が
完
成
し
た
削
南
ヰ
は
、
市
絡

む
ωシ
i
ズ

y
を
瀞
λ
、
小
、
忠
正
の
遠
足
ゃ
、
己
ど
も
連
れ
の
マ
イ
刀

I
膝
、
笥
い
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
勺
て
い
ま
す
。
出
現
公
閣
の
展
外
展
塑
む

と
体
懇
古
川
や
カ
ラ
1
平
板
を
敷
き
つ
め
た
麗
外
体
恕
芹
な
ど
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
@
口
什
瞳
の
幅
岸
は
、
つ
の
人
や
翠
肱
づ
れ
で
に
ぎ
わ

21よね
hu
、
す
で

に
A
口
で
は
そ
l
d
!
一五
l
ド
を
飛
ば
す
話
人
が
、
容
を
巡
し
む
笹
で
は
ち

き
れ
そ
う
で
す
a

護点鼠襟

震聾:iE!-い室長行と:iEしい横断をおしえよう

覆滋務上でのあそびは危険がいっぱい

富島選転者主主…・・

綴断言辞滋付近での安全霊童認を徹底@ニど

も告見たら軍事f霊長幸

潟転E葬品安全な懇ザコ哲告事量感しよう

豊富i轟学織の番号会議事事者鍵滋しょ昔

先
さ
ん
は
、
競
素
自
転
車
で
、
撰
は
軽
量
i
棋
聖
書
ギ
ヤ
i
チ
a

k
話



崇善小内/会麗ーの独立施設

一一

ち炉

、噸虜

市
教
育
重
員
会
で
は
、
新
入
苧
児
う
ヮ
か
り
も
の
が
い
え
ま
せ
ん
@
い
比
較
は
趣
買
に
華
朝
ょ
九
ち
の
心
も
て
き
ず
っ
げ
る
こ
と
を
い
っ

警

葦

へ

択

の

こ

と

は

喜

さ

っ

ち

童

ま

た

せ

宣

言

し

た

と

E
も
は
ひ
と
り
ひ
と
り
ち
が
い
向
号
す
る
習
揮
を
も
ろ
え
に
入
れ
て
お
主
ま
し
ょ
う
@

い

る

。

い

も

の

で

す

@

ま

す

。

兄

弟

や

友

芝

ち

と

の

均

較

は

入

予

は

転

換

の

よ

い

構

会

で

す

e

申
u{

品
規
制
凌
鼻
に
つ
控
さ
せ
る
d

X

認
し
じ
よ
う
ず
に
濁
茸
じ
よ
う
ず
離
「
換
な
己
と
@
進
捗
に
留
を
つ
け
手
を
出
し
た
い
と
ζ
ろ
を
グ
ヅ
と
お
通
学
路
聖
垂
め
て
お
く
己
と
も
た

入
学
お
め
で
と
う
。
何
唱
も
、
は
た
白
し
か
っ
た
こ
一
と
は
話
し
た
い
て
い
つ
も
希
唱
を
も
た
せ
る
己
と
が
さ
z
詳
し
、
あ
た
た
が
い
汀
で
見
守
っ

h
せ
つ
な
乙
と
，

g
常
午
認
の
中
立

巴
め
て
由
経
験
に

B~ジ
も

「

き

あ

わ

た

。

詰

雪

雲

と

費

B
F
》

F
品

、

ず

お

演

以

録

、

ま

し

ょ

う

」

で

な

ぢ

き

ま

と

う

布

伊

自

分

市

り

こ

と

諒

自

分

で

¥

グ

離

の

ナ

乙

告

が

自

由
で
す
。
入
学

C

J

1

E

護

符

多

児

家

丹

で

判

断

し

行

動

指

言

支

持

議

〈

間

行

場

v

学
芸
の
査
す

ち

自

主

に

ひ

と

話

し

じ

よ

5
ず

に

開

聞

き

じ

よ

う

す

J

鞍
ャ
ヰ

A
H
y
d入
噂

〈

ζ

と
喜
れ

と
と
。

f

A

F

b

新

な

い

き

に

ψ

霊
と
期
持
を
も

1

ダ

い

ず

れ

に

し

戸

、

た

せ

て

も

由

で

す

e

摂
設
の
ょ
っ
す
を
強
要
た
い
せ
つ
で
え
て
や
り
た
い
も
自
で
す

a

t
も
、
事
ん
寸
ぷ
在

γ遍
い
、
う
ち
に

と
E
も
誌
、
持
で
も
開
い
た
ま
ま
す
る
乙
と
な
く
自
君
に
引
き
出
す
白
斑
ば
な
れ
に
注
意
を
実
用
車
龍
の
飯
装
を
掃
勺
て
葺
ん
で
吊
仕
の
乙
と
を
お
話

者
信
混
じ
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
や
、
が
コ
?
で
す
.
よ
い
開
き
手
に
な
hu

お
と
な
に
と
。
て
は
河
で
も
な
い
操
作
し
や
す
い
兜
用
本
民
自
削
服
装
ず
る
よ
う
で
し
た
ら
調
点
と
い
え
ま

ま
わ
り
四
人
間
借
怒
し
方
で
華
技
へ
ま
す
と
ζ
ど
も
は
話
し
じ
よ
う
ず
に
と
と
だ
が
、
変
化
し
た
理
場
仁
応
デ
持
ち
物
が
第
つ
が
ま
ん
で
き
な
く
し
よ
う
@

hv〈
己
と
を
審
ぶ
よ
う
に
も
な
る
な
る
し
f
h
E
韓
開
設
揮
を
摺
る
じ
る
負
担
は
大
き
い
も
の
で
す
。
起
き
な
勺
て
用
梗
に
い
〈
泊
が
こ
ど
も
な

L
、
と
わ
が
る
よ
う
に
も
な
b
ま
す
。
と
も
で
長
ま
す
e

L

芸
品
↑
ょ
う
で
し
た
ら
詰
慈
し
ま
し
す
@
ち
ょ
。
と
し
た
木
知
京
が
こ
と

門間惜し〕

平
申
畳
間
萌
組
合
は
、
市
内
の
各
控

桔
培
技
、
消
費
者
掃
金
、

7
7
8金
な

Z
D嬰
望
に
答
え
ー

技
会
、
部
丹
悶
困

る
@
f
}
n
u
構
に
、

門
学
校
教
育
課
〕

ひとつがいがお億罷広

F 一一一一一一一一一一-2::2ご予て3";--一ー一一一一一一切

{発生源対策iこさ註媛を〉

はえは、木君な市に育ち、京三認なF析を滑ぴまわって、いつもた
くさんD部舗を足につげ、草剤など消化器系担伝措痛や小児ま

ひなどをうっす。童鞠は、揮がないDで口からだ授を出して摺

しそれを扱い取るように食べろ。考えただけでも不決だ令真夏

になると、開7う3 らはえになるまで12~15自問、成虫の主命は約

lカ月だが、絶え間なく晃:EI;:J?鵠り返し、ひとつがいが、著か
ら軌泊周にlS:r:J.τEに宣する計費flJ成り立つほどだっいまはさな
ぎで瞳冬中だから、便所但理鴎や高金、 tJ:!軒aだめ付近のニとを
知Dかえして慌くと効果的だ.
留莞生源対誤-(j)台所のごみは、ポロパケツなどに密閉L、
5円以内にra県処理すればはえは藷 しない。白家処意事も、野
舗みLたDでは、はえの重量探となる。岱随所由子会し口にもふた

在、〈み車りロヤペジチレータ

ーも間関し、怒には金網主張づ

てほえの出入りを断ち明るべき

だ。幼虫には乳津守200~，曲借を

1 平ゴJ前 2~ ットノレぁτ散布す

る。宰高舎は擦をχ さきく、嵐と

おしをよくして、敷きわらは7

~10臼 iごとにかえるe 畜舎の壁
や柱、天巳ようなどには、毒性

の低い親虫剤を残留噴霧してお

;灯式、長期間効果がある。 aた
い沼は、完全密閉樺3径のたいZ田舎に入れるととが、最も望まし
い，庭先や朋に諮むときは、面舎から出して2週間は、ピニー
ノレでおおっτ費量酵させる、乳剤そヨ"'}I......(して大軍にまくとよ
い，

さ翠成虫対鰐 -1まえの発生をs;tjぐには、たいj胆舎をつ〈ったり、

ごみ白血接交励行した"、臨虫閣をつけたDずる璃境改善が革

主的にた切である。しかし、成虫になってしまったも自は躍に

たよらねばならない。散布方註はいろいろだが、残留噴翠耗去が

盟も効黒酎だe 曹留移経雰法という白は、はえのとま tそうな損

所に、比事鵠令残茸時'E白高い乳剤を、 10~20倍にうずめ、直臨む

体霊祭場所になる台所や、天じよう聞に、はけとか噴鋒器で吹き

つげておく方詰である。 E平方商品たT50c.c...Q)散布前適当だe

ζ 泊活かに、掴2耳、長さ甜弘軽度告もめんぎれを、
曹にひたして日かげ干しじし、これを天じよ

効果的だ含 E民生部衛生課耳
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栴 J:_;Jj!は、 4月2おから、市内10
会場て:、巡回青児椙説委主行なう。対

象児のいる宜鰹ではお忘れな〈。

輔対象兜・主主役 5か月~10か月まな

む赤ちゃん

麗麓Jill!IJJ円高2

5月 8日 呈奪回公民輯
" 7同 士選11吟金位
グ 8日吉沢小学校
グ 習日掛お公民館

// 10日金田公民館
// 13臼 !¥曙公民賠
1/ 14臼岡崎公民館

1/ 15日金臼公民館
グ 168 J自公民感
// 17日中車公民輯

ロ曜休みの之ι司まを救うため、平塚
f!J医師会、東極道苦境に交代語療制
度を申し合わせている。

臨第 1.開38曜日を南側1(1)医院
盟都2・釦4El曙日はお開os豆問
が、原則としτ語離に応ずる乙とに
なっている。 r原則であ~て都合に

より変更もある。臼輔はあ〈まで体

静日であり、器揮は緊急愚者にl昌

るj とされている。

盟以i芹英王子~".....・…“ (22Q1950) 
輔中南国即両院 (22臼0015)
舗前低金柑完，司"位1局0520)
盟主主主主堂開況山山 (21臼03品)
盟書m闘記 ・..(21ぬ0570)

位1C;珂911l

撫守

r_;J:::さん {30) と蓋下出子さん
(3D o長男、 24年 5月2il臼三I今
まれ、身長74.0セシチ・体存i'9
6キロ、 人見知日Dせず戸を出し

τ77を暗ぷ.お父さんは新潟

祭出身。

X 

広報紙に掲載する<;!，、ちゃん〉

今月は、見、聾90名のなかから 3
河30Eヨ広報課長が課員立ち合い
むうえで描せん、滋博ちゃんに

決定した。さ eっそくl1i長の色紙

と記念写真を五五bます。

次由子世対量に、麓肢の第!期接

盤をi邸歯する旬‘守防仏間手軽1ベー
ジ(接種Bl と2ベ}ジ〈検静fl)
に、必要事演をL己入泊うえ、もよj)

町会場へ。

瞳該当児・昭和ð2年百月 l 日 ~43年

1月318までに生まれた子と、生
後一度も種痘を受けτいない子。
輯巡留日程(払種目)

4月188 j寝泊公民館企仁公民主富
金百二r公民館

Q 19日港公民館土中学校

11 20日 調関公民酷神田公民館

.. 22日 中県公L改良 18四之宮公
民艶

w 238花水公民館主主 i見公民熔
11 24日松原公民館見町I台武道場
翻巡鶴自稜{判定日}

48258 盛田公民館全日公民賠
金田公民菌

'" 268 I!!l公民館土沢中辛校
.. 27日 調関公民館神田公民館
'" 30臼 中島支公民輯 j日間之宮公

民館

5月 1白花木公民輯:kl上見公民韓
.. 28松原公民蕗見附台武道場

おj月に引き続き百日ぜき・ジブデ

百ア混合予防接種目21回めを15日、
お臼178白 3!ヨ間行なう。子jWNf種
手帖自ベージ{黙 i期 21己jめ)と10
ベ}ジ(第2期)に、，i:，'!王者哀をお
7¥Lて、もよ!Jむ金持へ。
蝿対象.(l)昭11142・5・1~42 ・ 10

.. 31までに生まれた司、ちゃん(3罰
接韓)と生後]皮も受けていたよし礼子

(2)昭和'41・君。 1~41 ・ 10 ・ 31まで

に生まれた子と12行存に 1期目接
種を終えている子 (1Íf~接麓)



須賀地下選章一溶分北鎖i
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